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一橋大学大学院経営管理研究科 入学志願票【記入例】

・記入例として修士課程研究者養成コース (一般選考) を挙げていますが、この例は全ての課程・コースにおいて共通ですので、

他の課程・コースの志願者も、該当する項目を参考にしながら記入してください。

(経営学修士コースの志願者は、募集要項中の「入学志願票の記入上の注意」も参照してください。)

・例に当てはまらない場合は、志願者の判断により記入してください。誤解のないように記入されていれば、問題ありません。

●●年度一橋大学大学院経営管理研究科入学志願票 
(修士課程研究者養成コース (一般選考) ) 

受験番号 

※記入しないこと

注：11～12 ページ「入学志願票の記入上の注意」をよく読んだ上で、記入してください。  入学志願票 1/2 

希望
研究領域 

☑ 経営� □ 会計

□ 金融�□ イノベーション

□ マーケティング�

希 望 

指導教員 

(演習指導教員一覧から 1 名を選び記入 )  

○○○○教授

研究題目 ○○○○○○○○○○○○にする研究

氏 名 

フリガナ ヒ ト ツ バ シ タ ロ ウ                    

自 国 語 

表 記 
一橋 太郎 

ローマ字

表 記

Last name,   (Middle name, )                 First name 

Hitotsubashi, Taro 

性 別 ☑ 男 □ 女
本 籍 

国 籍 

 (日本人は都道府県を、外国人は国名を記入) 

生年月日 19○○ 年 ○ 月 ○ 日 年 齢 ○○歳

最終学歴 

( 西 暦 ) 

○○ 

大学 

○○ 

学部 

○○ 

学科 

写真貼付欄 

1. 最近 3 ヶ月以内に撮影した、

正面向、上半身、脱帽の写真を 

枠内に正しく貼ること。 

2. 写真の裏面に志望コース (研究者

養成コース) ・氏名を記入する 

こと。 

3. 貼付する写真のサイズは

縦 5cm×横 4cm 以上で、 

枠内に収まる大きさとする。 

大学大学院 研究科 課程 

学校 課程 科 

2012 年 3 月 
☑ 卒業 (修了)

□ 卒業 (修了) 見込

連 絡 先 

〒123-4567 

○○県△△市□□町○-△-□
自宅電話：042-1234-5678 携帯電話：080-1234-5678 

E-mail：taro@hitotsubashi.jp (PC) / taro@****jp (携帯)

緊 急 

連 絡 先 

〒456-7890 

○○府△△市□□区○-△-□
氏名： ○○○○ 本人との関係：叔父 

電話番号：000-1234-567

E-mail：abcdefg@hitotsubashi.jp

研 究 歴 

・ 

職 歴 等 
(入学に際し

退職・休職する 

者はその旨も 

記入のこと。) 

研究機関・勤務先名 在職期間 (西暦) 在職年数 研究テーマ・勤務内容 

○○株式会社 (入学に際し退職予定) 2012 年  4 月～ 現在 5 年 4 ヶ月

年 月～ 年 月 
年  ヶ月  

年 月～ 年 月 年  ヶ月 

年 月～ 年 月 
年  ヶ月 

年 月～ 年 月 年  ヶ月 

1. 記入は楷書又は活字体、数字は算用数字を用いてください。 

2. 固有名詞は全て正式な名称とし、省略しないでください。 

3. 学歴、研究歴・職歴等の該当項目が日本国外の場合には、所在地も記入して
ください。 

4. 記入欄が足りない場合は、別紙に記入の上、添付してください。

備  考 (外国人は必ず記入すること)  
在留資格 □留学 □その他 (具体的に ) 

奨学金等 □国費 □私費 (受領奨学金  ) 

希望指導教員が所属している領域 

研究計画書と同一の研究題目を記入 

姓と名の間を一文字空けること。 外国籍の者は、自国語で表記

し、その後ろに読み仮名をかっこ書きすること。韓国籍の者は、

ハングル文字の氏名と漢字氏名を併記すること。

姓・名の順になるように記入。特に外国籍の者は姓・名の順、かつ 

パスポートに記された氏名と同じスペルになるように注意すること。 

出願開始日における年齢

出願書類に不備がある場合に使用する為、必

ず記入すること。連絡が取れず、書類不備が

解消しない場合は受験を認めません。 

連絡先住所が海外の場合、この欄に日本国内の

代理人住所を記入すること。 

原則として最終学歴修了後に就いた常勤職のみについて、 

勤務先の正式名称を記入すること。 

在留カードの文言のとおりに記載すること。 

在留カードを交付されていない者は、「パスポート」と記入すること。 

日本政府 (文部科学省) 奨学金以外は、すべて私費 
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入学志願票 2/2 

氏 名 一橋 太郎 
受験

番号 

※記入しないこと

出願資格 (該当するものを○で囲む) 

1. 大学を卒業 (卒業見込み)

2. 大学改革支援・学位授与機構より学士の学位を授与 (授与見込み)

3. 外国において学士に相当する学位 (B.A., B.S.等) を取得 (取得見込み)

4. 外国の学校が行う通信教育を我が国において履修することにより、学士に相当する学位 (B.A., B.S.等) を

取得 (取得見込み)

5. 我が国において文部科学大臣指定外国大学日本校を修了し、学士に相当する学位 (B.A., B.S.等) を

取得 (取得見込み)

6. 外国の学校教育における 16 年未満の課程を修了し、学士に相当する学位 (B.A., B.S.等) を取得 (取得見込み)

7. 専修学校の専門課程を修了し、高度専門士の称号を付与 (付与見込み) 

8. 本学の個別の入学資格審査に基づく

学

歴

学校 

区分 

学校名 
(大学以上は学部学科・課程・専攻等記入すること。日本におけ

る語学学校や研究生としての在籍歴などについても記入のこ

と｡) 

在学期間 (西暦) 在学年数 
標準 

修業年限 

小学校 ○○市立○○小学校

入学 卒業 

3 年 4 ヶ月 ― 年 
1995 年  4 月～ 1998 年  7 月 

小学校 ○○市立○○小学校(転入) 1998 年  8 月～ 2001 年  3 月 2 年 8 ヶ月 6 年

中学校 ○○市立○○中学校 2001 年  4 月～ 2004 年  3 月 3 年  ヶ月 3 年

高等 

学校 
○○県立○○高等学校○○科 2004 年  4 月～ 2007 年  3 月 3 年  ヶ月 3 年

大学 
私立○○大学(現○○大学)○○学部○○学科 

(2 年次末で退学) 
2007 年  4 月～ 2009 年  3 月 2 年  ヶ月 ― 年 

大学 国立○○大学○○学部○○学科(3 年次編入) 2009 年  4 月～ 2012 年  3 月 3 年  ヶ月 4 年

大学 
○○州立○○大学○○学部(交換留学)

(米国○○州)
2010 年 10 月～ 2011 年  9 月 1 年  ヶ月 

― 年 

年 月～ 年 月 

年  ヶ月 年 

  年 月～ 年 月 年  ヶ月 年

 年 月～ 年 月 

年  ヶ月 年

年 月～ 年 月 

年  ヶ月 年 

2枚目にも氏名を忘れずに記入すること。 

小学校入学から最終学歴までのすべての

学歴について「学校区分」を記入すること。 

入学から修了・卒業までに通常必要とされる年

数を記入すること。 

日本の大学の場合は、国立・公立・私立の別を必

ず記入すること。 

例のように留学等のために卒業が 1年遅れた場合でも 

「標準就業年限」は 4年となる。

大学を卒業見込みの場合には、卒業予定年月までを「在学

期間」とした上で、「在学年数」を記入すること。 

卒業前に転校・退学等した場合は、学校名の後に

その旨を記入すること。その場合の「標準就業年

限」は卒業した学校に記入し、転入・編入元の欄

は「-」を記入すること。

卒業時から学校名が変わった場合は、卒業時の 

名称を記入した上で現在の名称がかっこ書きする

こと。

日本国外の学校の場合、名称の後に所在地をかっ

こ書きすること。また、外国の学校が行う通信教

育の場合は、名称の後に「通信教育」と記入する

こと。我が国における外国の学校の課程の場合、

名称の後に「外国大学日本校」と記入すること。 

交換留学先へ非正規として入学した場合、「標準就業年

限」はないので、「-」とすること。学位の取得を目的とし

ない日本語学校等に所属した場合も同様とする。 

募集要項「2.出願資格」の中から 

該当するものを 1つ選んで○をつけること。 




